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１．科目の教育方針 

腫瘍の発生と増大機序、局所での浸潤増殖と遠隔転移に関する基礎的研究について紹

介する。最新の治療方法や治療成績、また治療耐性機序ついても学び、研究遂行、病態

解明ならびに治療法の開発に役立つ知識を修得する。演習では手術を含めた各治療法の

実際について学ぶ。 

 

２．教育目標 

一般目標 general instructional objectives 

１）腫瘍の発生に関わる遺伝子群を理解し、病態を把握する。  

２）腫瘍の増殖と浸潤機構を理解する。 

３）腫瘍の遠隔転移機構について理解する。  

４）最新の治療法について理解する。  

５）各治療法の背景、根拠を理解する。 

６）治療耐性機構について理解する。 

 

行動目標 specific behavioral objectives 

１）腫瘍の発生と進行に関わる遺伝子群の変化を genetics および epigenetics の側面か

ら捉え、腫瘍の病態生理を説明できる。 

２）腫瘍の浸潤増殖機構ならびに遠隔転移機構について説明できる。 

３）代表的な浸潤増殖制御および遠隔転移制御について説明できる。 

４）代表的な最新の治療法について説明できる。 

 

３．教育の方法、進め方 

 講義、学生によるプレゼンテーション、討論によって進める。 

 

４．成績評価の方法 

すべての講義および演習が終わった後、規定の出席率（2/3 以上）を満たした学生に対

し、課題を呈示し、レポートの提出等を指示する。そのレポート等を行動目標の達成度

を主眼に評価する。 
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６．教育内容 

回 授業内容 担 当 

１ 
脳腫瘍の発生、浸潤および増殖機構 

① 中枢神経の発癌機構 
秋山恭彦 

２ ② 悪性脳腫瘍の浸潤および増殖機構 秋山恭彦 

３ ③ 悪性脳腫瘍の化学療法 秋山恭彦 

４ ① 中枢神経の発癌と幹細胞 宮嵜健史 

５ ② 悪性脳腫瘍の分子標的療法 宮嵜健史 

６ ③ 悪性脳腫瘍の治療耐性機構 宮嵜健史 

７ 
尿路性器腫瘍  

① 膀胱癌に関わる遺伝子のgenetics およびepigenetics 
椎名浩昭 

８ ② 前立腺癌に関わる遺伝子のgenetics およびepigenetics 椎名浩昭 

９ ③ 腎細胞癌に関わる遺伝子の genetics および epigenetics 椎名浩昭 

１０ ④ 膀胱の発癌と癌幹細胞 安本博晃 

１１ ⑤ 膀胱癌の化学療法について  安本博晃 

１２ ⑥ 前立腺癌の転移メカニズム 安本博晃 

１３ 
がんゲノム 

① がんゲノム解析の現状 
磯村 実 

１４ ② ゲノム情報を利用したがん個別化医療（１） 磯村 実 

１５ ③ ゲノム情報を利用したがん個別化医療（２） 磯村 実 

 


